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我々は 2023年度打ち上げ予定のX線天文衛星XRISMに搭載するX線CCD検出器 SXIの開発を行っている。
CCDにX線が入射することにより発生する電荷雲は広がりをもち、複数のピクセルにまたがる場合がある。SXI
用 CCD素子では、1ピクセルイベントよりも複数ピクセルにまたがったイベントの方が波高値が高くなるとい
う現象があり、その波高値の差をGoffsetと呼んでいる。Goffsetは SXI のエネルギー決定精度に影響を与える。
我々は、CCDにおける電荷雲の広がりを幾何学的なモデルで再現するシミュレーションを行い、Goffsetの主な
原因が読み出しノイズであることを解明した (青木他 2022 年 秋季年会 V308a)。その後、我々は地上試験データ
とシミュレーションの両方を使い、Goffsetのノイズ依存性と X線エネルギー依存性を詳細に調査した。その結
果、ノイズが小さいときは charge sharingの影響が大きいこと、ノイズ依存性は低エネルギー側で顕著であるこ
とがわかった。本講演では詳しい解析結果を報告し、Goffsetのメカニズムを考察する。


